
防災シンポジウムの報告
去年の11月17日、毎年ヒルサイドテラス

で行われているまちづくりイベント「猿楽

祭」に合わせ、代スキ会は代官山フェステ

ィバル実行委員会と共同で、まちづくりシ

ンポジウム「防災と代官山のまちづくり」

を開催しました。昨今新聞などでも多く取

り上げられているように、近い将来の首都

直下型地震発生率は70％といわれ、地震国

の私たちは、まちづくりを考えるうで、防

災というテーマは不可欠です。地域防災を

いかに考えていくべきか、国、都、区、消

防団の防災組織、各現場で実際に活躍され

ている方々のお話しを聞き、現状と課題を

把握すべく、この会が企画されました。ま

ずは総務省消防庁消防研究センター所長の

室崎益輝氏に基調講演をいただき、首都直

下時は未体験の被害が予想されること、そ

こへの対応は防災よりも「減災」という視

点で、非常時に備えた日常時の対応の必要

を教えていただきました。また、基調講演

を受けた座談会では、都、渋谷区、猿楽学

校、渋谷消防団、恵比寿地区町会連合会防

災部の熱心な取り組み状況などをお聞きし

ました。そこでは、様々な取り組みをして

も参加が少ない、私たちの危機意識、関心

の低さの問題、そして浮き彫りになった大

きな課題は、どの防災組織も「住民」を基

準に検討し、対策の必要性をわかっている

ものの、まちにいるそれ以外の人々、ショ

ップ店員、オフィスワーカー、来街者など

については射程外になっていることでした。

災害時、私たちはどこにいるかわかりませ

ん。代スキ会は、その時、代官山地域にい

る誰をも区別なく受け入れる柔軟な対応を

目指しています。それは結局、日ごろの地

域コミュニティをいかにつくっていけるか

でしょう。代スキ会は活動に防災の視点を

加え、防災組織と協調しつつ、ひまわり活

動のような、，住民だけでなく、まちに関わ

る多くの人が楽しくコミュニケーションで

きる企画をしていきたいと思います。

大きな夢と希望をひまわりに託して今

年も挑戦します。1粒の種から地域のコミ
ュニケーションの大きな輪を紡ぎ、代官山

をよりステキな街に！

日本列島、北海道から南は九州までひま

わり関連のプロジェクトは驚くほど多い。

イベント、夏祭り、町おこし、地球温暖化

など環境問題が深刻化する中、休耕田や耕

作放棄地の有効活用し、地域の団体、グル
ープがバイオマスエネルギーの原材料とな

るひまわりを栽培し問題の解決に取り組ん

でいる地域もあります。

ヴィンセント・ヴァン・ゴッホ作のひま

わりはあまりにも有名です。歌、ドラマ、

映画に主役として登場するひまわりも数

限りない。

代官山のひまわりガーデンは小規模な

企画ですが、1粒の種に託す夢は大きく、

幼稚園児、保育園児、小学校の児童が「代

官山でひまわりを植えた！育てたことがあ

る」自分が身をもって経験する事に価値が

あると思います。夏の盛りに咲くひまわり

の花から元気をもらい、身も心も大きく達

しく育って欲しい。

日時：4月26日（土）・27日（日）

13：00－17：00　ひまわり種配り

場所：ひまわりガーデン代官山坂


